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研究成果の概要： 

 研究代表者が 2002 年に報告した，液胞上のサブ領域様構造 bulb について，更なる「構造的
な証拠」，「質的な差異の証拠」，「機能の手がかりとなる変異体」，などを得ることを目指して研
究を進めてきた．これまで知られていたマーカー以外でも bulb が可視化されること，多くの組
織や器官で bulb が出現すること，bulb 上で二つのタンパク質の濃縮度が異なること，また，
二つの変異体で bulb が減ること，を見出した．  
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は，シロイヌナズナ液胞膜上で
三次元的に複雑に折り畳まれた球状の構造
bulb を見出し 2002 年に報告した．この領域
でタンパク質の選択的濃縮や排除が起こっ
ているサブ領域様構造である可能性も示唆
された． 
２．研究の目的 
 この液胞膜上のサブ領域様構造は，形態的
に興味深いだけでなく，「連続した液胞膜中
にも機能分化が起こる可能性」を提起する魅
力的な研究対象である．そこで，bulb に関す
る「更なる構造的な証拠」「質的な差異の証

拠」「機能の手がかりとなる変異体」を得て，
ライブイメージングと微細構造観察を行な
うことにした． 
３．研究の方法 
 「更なる構造的な証拠」については，様々
な蛍光マーカーを発現する形質転換体を自
作あるいは分与してもらい，観察した．「質
的な差異」については，一つの細胞の中で
別々の蛍光タンパク質でラベルした二種類
の液胞膜マーカータンパク質を発現させ，
bulb における濃縮度を比較した．「機能の手
がかりとなる変異体」については，液胞膜を
蛍光タンパク質でラベルした形質転換体を



親株に，EMS 変異原処理を施し，bulb が異常
になる変異体を探索する順遺伝学と，花茎の
重力屈性変異体の解析の途中で液胞の形態
に異常が生じることを研究代表者自身が観
察している既知の変異体との掛け合わせに
よる逆遺伝学の両方を行なった． 
４．研究成果 
  bulb の「更なる構造的な証拠」について
は，花器官を含む組織においても観察される
こと，別の蛍光マーカーの発現によっても可
視化されるという複数の結果を得た．Bulb に
おける「質的な差異」については，bulb では，
GFP-AtRab75よりも TagRFP-AtVam3の方が濃
縮していることを定量的に明らかにした．
「機能の手がかりとなる変異体」については，
逆遺伝学的アプローチから，zig-1/sgr4-1, 
sgr2-1 で bulb の頻度が激減することを明ら
かにした．zig-1 に関しては，bulb が高頻度
で生じるタイミングで電子顕微鏡観察を行
ない，PSV が Lytic vacuole に変換する過程
あるいはそれに伴って起こると考えられる
小型の液胞同士の融合に欠損があることが
示唆された． 
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